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１.はじめに 
 この研究は２種類の植物細胞を合成して培養し、新種の植物を作ろうというものです。 
実際にポマトはトマトとジャガイモの細胞融合によってつくられました。 
植物は赤バラとオレンジバラ、かすみ草とカーネーション、ブラックベリー とラズベリー の細胞を使い
ましたが、組織培養がうまくいかなかったため、赤バラ、オレンジバラ、ブラックベリー 、ラズベリー
は赤パプリカ、黄パプリカ、いちご、生物室の雑草に変更しました。 
 
 

2．方法・結果 
 ①組織培養 
  ・普通の植物はウィルスに感染している。 

ウィルスフリー の植物を得るため、植物の茎や葉を細かく切断し、培地で培養する。 
 
 ＜結果＞ 

 

 

 
 
 
 
 ②プロトプラストの単離 
  ・酵素液を使い、細胞をばらばらにして一つずつに分ける。 
  ・細胞壁を壊して、細胞質と核だけにする。 

 
※プロトプラスト…細胞の周りの壁(細胞壁) が取り去られ、細胞膜で覆われた細胞のこと。細胞壁がある
と融合時に影響を与えてしまう。 

 
※ 酵素液…マンニトール、セルラーゼ・オノズカ、マセロザイム、KCl、CaCl を水に溶かしたもの。 
      細胞が一つずつに離れやすくしたり、細胞壁を溶かしたりする効果がある。 
      また、細胞の鮮度を保つことが出来るので、生きているのに近い状態で実験できる。 
 
 
 
 

▲カスミソウ(72 日目) 

カスミソウ、カーネーションはどちらもカルスができた。 
  ※カルス…細胞が根、葉などの働きを持っていない未分化な細胞のかたまり 

特にカスミソウは大きく成長し、直径 1ｃｍ×高さ 2,５cm にもなった。 
 
赤バラ、オレンジバラ、ブラックベリー、ラズベリーはあまり成長せず、
実験に使う量に足りなかった。 
 →細胞融合しやすい植物を調べたところ、パプリカが細胞も大きく実験し

やすいとのことなので、赤パプリカと黄パプリカに変更。 



 ＜結果＞  
 

 
 
 

           
▲赤パプリカ       ▲カスミソウ       ▲カーネーション 

 

        
▲いちご          ▲雑草 

 
 
 
 ③プロトプラストの融合 
  ・PEG(ポリエチレングリコール)溶液を使い、2 種類のプロトプラストを融合する。 
 
 ＜結果＞ 

 
▲赤パプリカと黄パプリカの融合 
 
 
 ④プロトプラストの培養 
  ・2 種類のプロトプラストを混ぜ合わせて液体培地に入れ、培養する。（現在培養中) 
 
  ・2 ヶ月してコロニーが形成されたら、大きなフラスコの中の固体培地に移して培養する。 
   ※コロニー…2,3mm の細胞のかたまり 

  ・カルスが形成され、植物ができる。 
 

▲黄パプリカのプロトプラスト 

カスミソウ、カーネーション、黄パプリカ、赤パプリカ、いちご、雑草の
すべてにおいてプロトプラストが観察できた。 
 
カスミソウ、カーネーションは細胞膜が破れてしまい、細胞質が流れ出て
しまったものも多く見られた。 
 

赤パプリカと黄パプリカは融合が確認できた。 
 
カスミソウとカーネーションは色素がなかったため、融合してい
るものはあったが、それがカスミソウとカーネーションの融合か
どうかはわからなかった。(同じ種類で融合が起こることもある) 



3.実験の反省・考察 

●プロトプラストの分離において、最初は何も観察できなかった  

   ・酵素処理の時間が長すぎるのではないか 

   ・常温で酵素処理をしたため、最適温度ではなかったのではないか 

   ・遠心分離機による分離が上手くいかなかったのではないか 

                    

酵素液に実験材料を入れ、減圧アスピレーターで酵素液を浸透させ、酵素処理の時間を 

４時間から 30 分に短縮した。その後、酵素の働きを高めるため 30 度の湯に浸した。 

またその液を遠心管に入れるのではなく扱いやすいエッペンドルフチューブにいれ、 

遠心分離を行わなかった。 

→観察できた 

 

●実験に使用する植物について 

最初に使ったカスミソウ、カーネーション、イチゴは細胞に色がついていない 

ため、融合のときに区別がつかなくなってしまった。 

パプリカは果実の細胞を使用したため細胞が大きく、色もついていて 

観察しやすかった。 

他にも、アロエ、トマト、スイカなどが適している。 

 

●細胞培養の医療への応用 

抗体産生細胞と癌細胞を融合させて、単一の特異性をもつ抗体（モノクローナル抗体）を

大量に細胞培養で生産できるシステムが開発された。 

単クローン性抗体は化学的に純粋な抗体で，従来の動物の不均一な抗体よりも一般に力価

が高い。 

現在，単クローン性抗体は診断薬や治療薬および学術研究用に広く利用されている。 

従来、マウスの細胞が利用されていたが、治療用として利用する場合，体内で免疫反応を

誘発するという問題があった。そこで，ヒト型のモノクローン抗体の開発が 

注目されている。 
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